
 
 

満
開
の
桜
も
葉
桜
へ
、
季
節
は

ま
さ
に
春
本
番
。
平
和
台
の
皆
さ

ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
！
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節

人
生
そ
の
も
の
で
す
。
あ
た
た
か

く
な
っ
て
き
た
今
、
大
い
に
外
に

出
掛
け
、
自
然
に
ふ
れ
あ
い
た
い

も
の
で
す
。
私
も
運
動
不
足
の
体

に
ム
チ
打
っ
て
、
外
に
積
極
的
に

出
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

統
一
地
方
選
挙
の
年 

 

二
〇
一
五
年
は
四
年
に
一
度
の

統
一
地
方
選
挙
の
年
で
す
。
我
孫

子
市
は
四
月
に
千
葉
県
議
会
議
員

選
挙
（
定
数
二
名
）
、
十
一
月
に
は

我
孫
子
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
一
月
十

八
日
に
行
わ
れ
た
我
孫
子
市
長
選

挙
は
三
十
二
・
五
二
％
で
過
去
最

低
（
前
回
二
〇
一
一
年
は
四
十
五
．

六
〇
％
）
を
記
録
、
我
孫
子
市
長

選
挙
に
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
我
孫

子
市
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
（
定

数
二
名
）
は
な
ん
と
無
投
票
当
選

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
近
隣

の
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
で

も
松
戸
市
議
会
議
員
選
挙
（
平
成

二
十
六
年
十
一
月
十
六
日
投
開

票
）
三
十
七
・
七
四
％
、
八
千
代

市
議
会
議
員
選
挙
（
平
成
二
十
六

年
十
二
月
二
十
一
日
投
開
票
）
三

十
九
・
三
八
％
と
い
ず
れ
も
三

十
％
台
の
過
去
最
低
を
記
録
、
十

人
の
有
権
者
の
内
、
三
人
余
り
し

か
投
票
に
行
っ
て
い
な
い
と
い
う

厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
四
月

十
二
日
、
投
開
票
さ
れ
た
千
葉
県

議
会
議
員
選
挙
、
我
孫
子
市
の
投

票
率
は
三
十
五
・
四
八
％
と
前
回

よ
り
五
％
以
上
の
大
幅
な
ダ
ウ
ン

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

低
投
票
率
の
理
由 

 

低
投
票
率
や
無
投
票
に
な
っ
た

理
由
は
、
選
ば
れ
る
側
の
政
党
や

候
補
者
が
魅
力
あ
る
論
戦
を
繰
り

広
げ
る
努
力
が
足
り
な
い
こ
と
や

投
票
す
る
有
権
者
側
も
選
挙
権
の

重
み
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
主
な
要
因
だ
と
思
い
ま

す
。
民
主
主
義
の
世
の
中
、
誰
か

が
政
治
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
来
年
度
は
公
選
法

の
見
直
し
な
ど
で
、
選
挙
権
年
齢

が
十
八
歳
に
引
き
下
げ
が
行
わ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
中
、
若
い
世
代

の
低
投
票
率
対
策
は
喫
緊
の
重
要

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
今
の

投
票
率
の
低
下
は
民
主
主
義
の
基

盤
を
も
大
き
く
揺
る
が
し
て
い
ま

す
。 

 

市
制
施
行
四
十
五
周
年 

 

そ
ん
な
中
、
我
孫
子
市
は
市
制

施
行
日
で
あ
る
七
月
一
日
に
市
制

四
十
五
周
年
の
記
念
式
典
を
行
い

ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
記
念
切
手

シ
ー
ト
の
発
行
、
ジ
ャ
パ
ン
バ
ー

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
記
念
企

画
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
実
施
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
戦
後
七
十
年
、
我
孫
子
市

平
和
都
市
宣
言
か
ら
三
十
年
の
節

目
の
年
と
な
る
た
め
、
平
和
記
念

事
業
を
拡
大
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

昨
今
の
海
外
に
お
け
る
悲
し
い
事

件
や
、
不
穏
な
動
き
な
ど
を
見
る

に
つ
れ
、
私
た
ち
は
平
和
の
尊
さ

に
つ
い
て
考
え
続
け
、
平
和
で
安

心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
世

の
中
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

三
月
定
例
市
議
会 

 

三
月
定
例
市
議
会
が
終
了
し
ま

し
た
。
平
成
二
十
七
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
案
（
三
百
八
十
五
億

円 

前
年
度
比
五
・
五
％
増
）
や

県
内
で
二
番
目
の
制
定
市
と
な
る

公
契
約
条
例
（
労
働
者
の
最
低
賃

金
の
補
償
を
図
る
こ
と
で
公
共
工

事
の
質
の
向
上
を
目
指
す
）
や
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
事
業
と

し
て
、
液
状
化
被
害
を
受
け
た
布

佐
東
部
地
区
に
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
「
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
、
市
内
全
小
中
学
校
十
九

校
へ
の
空
調
設
備
導
入
（
平
成
二

十
七
年
度
は
全
中
学
校
へ
エ
ア
コ

ン
設
置
）
、
平
成
二
十
八
年
度
完
了

を
目
指
し
て
い
る
新
木
駅
舎
の
橋

上
化
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
福
祉

施
設
「
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
」

敷
地
内
へ
の
新
施
設
整
備
、
新
私

立
保
育
園
（
我
孫
子
地
区
と
天
王

台
地
区
）
設
置
補
助
、
福
島
第
一

原
発
事
故
の
賠
償
請
求
に
か
か
わ

る
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ

ン
タ
ー
へ
の
和
解
仲
介
申
し
立
て

案
な
ど
三
十
七
議
案
を
可
決
し
閉

会
し
ま
し
た
。 

 

請
願
・陳
情
関
係 

 

・
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
適
切
な

対
応
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願 

・
原
発
再
稼
働
に
対
す
る
意
見
書

を
政
府
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め

る
請
願 

・「
労
働
環
境
の
低
下
を
招
き
う
る

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
正
方
針
に

対
す
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る

請
願 

※
印
南
は
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改

正
方
針
に
対
す
る
意
見
書
が
採
択

さ
れ
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
ま

し
た
。 
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三
月
議
会 

主
な
争
点 

 
人
口
減
少
問
題
（
定
住
化
促
進
・
少

子
化
対
策
）
、
公
契
約
条
例
の
一
部
改
正

地
方
創
生
交
付
金
の
活
用
（
三
十
％
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
）
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
と
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
策
定
、
三
市
へ
高
濃
度
焼
却
灰
持
ち

帰
り
の
実
現
と
施
設
撤
去
、
手
賀
沼
の

底
土
高
濃
度
問
題
、
県
立
手
賀
沼
親
水

広
場
委
譲
（
農
産
物
直
売
所
の
建
設
）
、

正
副
議
長
選
挙
な
ど
で
し
た
。 

 

「あ
び
こ
未
来
」（印
南
が
代
表
を
務
め
る

会
派
）
の
代
表
質
問
・個
人
質
問 

 

●
代
表
質
問
（
坂
巻
議
員
） 

要
旨 

一
．
市
政
運
営
・
財
政 

二
．
社
会
保
障
・
福
祉 

三
．
環
境
経
済 

会
派
全
員
で
意
見
を
持
ち
寄
り
、
代
表

質
問
を
作
成
し
ま
し
た
。 

●
個
人
質
問
に
印
南
が
登
壇
！ 

要
旨 

一
．
産
業
振
興
（
企
業
立
地
と
住
工
混

在
解
消
） 

二
．
ふ
る
さ
と
納
税
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
い
て 

●
新
年
度
予
算
を
審
査
す
る
予
算
審
査

特
別
委
員
は
会
派
を
代
表
し
て
印
南
が

担
当
、
三
日
間
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

《
詳
細
は
議
会
だ
よ
り
、
市
議
会
Ｈ
Ｐ
の
録

画
等
で
い
つ
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
》 

 <http//www.discussvision.net/abikosi/2.html> 
 

    

一
時
保
管
の
放
射
性
灰
、
三
市

持
ち
帰
り
完
了 

 

千
葉
県
は
三
月
二
十
四
日
、
手
賀
沼

終
末
処
理
場
（
我
孫
子
・
印
西
市
境
）

に
一
時
保
管
さ
れ
て
い
た
、
汚
染
焼
却

灰
計
約
五
百
二
十
六
ト
ン
の
排
出
元
三

市
（
柏
・
松
戸
・
流
山
）
に
よ
る
持
ち

帰
り
作
業
が
完
了
し
た
と
発
表
し
た
。 

国
に
よ
る
最
終
処
分
場
の
候
補
地
選

定
は
難
航
し
、
千
葉
県
は
三
市
に
対
し

て
期
限
の
三
月
末
ま
で
に
持
ち
帰
る
よ

う
に
要
請
。
松
戸
市
が
一
月
十
四
日
、

流
山
市
が
二
月
二
十
七
日
に
既
に
搬
出

作
業
を
終
え
、
最
後
に
残
っ
た
、
柏
市

が
二
十
四
日
に
持
ち
帰
り
作
業
を
終
了

し
、
こ
れ
で
一
時
保
管
し
て
い
た
指
定

廃
棄
物
の
持
ち
帰
り
は
す
べ
て
完
了
し

た
。 し

か
し
、
住
民
が
灰
の
搬
出
と
と
も

に
、
一
時
保
管
用
テ
ン
ト
倉
庫
九
棟
の

解
体
な
ど
千
葉
県
に
求
め
て
い
た
原
状

回
復
措
置
は
四
月
以
降
と
な
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
千
葉
県
は
今

後
も
、
最
終
処
分
場
の
早
期
設
置
を
国

に
強
く
求
め
て
い
く
。 

 

公
契
約
条
例
案
が
可
決
成
立
！ 

野
田
市
に
次
い
で
、
県
内
二
市

目 
 

我
孫
子
市
議
会
は
、
市
が
発
注
す
る

公
共
工
事
の
受
注
業
者
に
対
し
、
従
業

員
に
一
定
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
う
こ

と
を
定
め
た
公
契
約
条
例
案
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。
条
例
は
四
月
に

施
行
、
千
葉
県
内
の
制
定
で
は
、
二
〇

〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）
の
野
田
市

に
続
く
二
市
目
。
労
働
者
待
遇
を
改
善

す
る
こ
と
で
工
事
自
体
の
質
を
向
上
さ

せ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

狙
い
が
こ
の
条
例
の
目
的
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

こ
の
条
例
の
対
象
は
一
億
円
以
上
の

建
設
工
事
や
二
千
万
円
以
上
の
業
務
委

託
な
ど
、
違
反
者
に
は
是
正
命
令
や
立

ち
入
り
検
査
が
可
能
で
、
命
令
に
従
わ

な
い
場
合
、
契
約
解
除
や
業
者
名
を
公

表
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
条

例
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
今
年
十
月
一

日
以
降
に
締
結
さ
れ
た
契
約
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

（
ポ
イ
ン
ト
：
市
議
会
初
日
に
提
出
さ
れ

た
条
例
案
で
は
、
適
用
範
囲
は
予
定
価

格
五
千
万
円
以
上
の
工
事
又
は
製
造
の

請
負
契
約
、
そ
の
他
、
予
定
価
格
が
一

千
万
円
以
上
の
業
務
委
託
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
審
議
す
る
過
程
で
与
党
議

員
か
ら
修
正
意
見
が
相
次
ぎ
、
市
長
は

見
直
し
を
表
明
、
市
議
会
最
終
日
に
適

用
範
囲
が
修
正
さ
れ
て
可
決
成
立
し
ま

し
た
。
） 

 

こ
れ
で
良
い
の
か
我
孫
子
市
は
！ 

 

～
印
南
の
視
点
～ 

■
手
賀
沼
親
水
広
場
（
含
む
水
の
館
）

の
今
後 

千
葉
県
の
手
賀
沼
親
水
広
場
を
我
孫

子
市
に
譲
渡
す
る
手
続
き
は
今
年
、
一

月
十
三
日
に
県
有
財
産
譲
渡
申
請
を
我

孫
子
市
か
ら
県
知
事
へ
提
出
、
二
月
三

日
に
移
譲
に
関
わ
る
確
認
書
が
県
の
環

境
生
活
部
長
と
我
孫
子
市
長
と
の
間
で

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
二
月
県
議
会
の
可

決
を
条
件
に
七
月
一
日
付
で
我
孫
子
市

に
移
譲
す
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
、
翌
日

の
二
月
四
日
に
は
千
葉
県
の
環
境
生
活

部
長
か
ら
市
長
に
県
有
財
産
処
分
の
審

議
結
果
が
届
き
、
特
別
譲
渡
が
確
定
し

ま
し
た
。 

 

手
賀
沼
親
水
広
場
は
今
年
六
月
に
千

葉
県
と
譲
渡
契
約
を
結
ぶ
と
名
実
共
に

七
月
一
日
か
ら
我
孫
子
市
の
公
共
施
設

と
な
り
ま
す
。
今
後
は
県
か
ら
移
譲
を

受
け
た
こ
と
を
後
悔
し
な
い
よ
う
に
メ

リ
ッ
ト
を
生
む
施
設
と
し
て
入
館
者
を

増
や
す
こ
と
、
市
民
に
喜
ば
れ
る
生
ま

れ
変
わ
っ
た
施
設
に
な
る
こ
と
な
ど
重

い
責
任
が
我
孫
子
市
に
は
課
せ
ら
れ
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

私
は
早
急
な
手
賀
沼
親
水
広
場
の
市

へ
の
受
け
入
れ
は
反
対
の
立
場
で
今
日

ま
で
意
見
反
映
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

時
の
流
れ
は
、
後
戻
り
で
き
な
い
状
態

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
よ
り
良
い
施
設

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
向

き
な
立
場
で
提
言
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

我
孫
子
市
は
こ
の
手
賀
沼
親
水
広
場

を
我
孫
子
市
民
に
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
施

設
に
し
て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。
手

賀
沼
親
水
広
場
は
手
賀
沼
の
浄
化
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
場
と
し
て
、
水
質

保
全
啓
発
が
主
な
目
的
で
す
が
、
今
後

は
我
孫
子
市
の
重
要
な
財
産
と
し
て
、

市
の
活
性
化
策
・
保
管
機
能
の
充
実
を

目
的
に
「
農
産
物
直
売
所
」
や
「
飲
食

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
施
設
の
設
置
」
な
ど

交
流
や
賑
わ
い
が
創
出
で
き
る
か
、
否

か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
き
ま

す
。
今
後
の
手
賀
沼
親
水
広
場
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、
近
く
に

位
置
す
る
「
し
ょ
う
な
ん
道
の
駅
」
と

の
競
合
等
を
考
慮
し
、
市
が
作
成
し
た

「
手
賀
沼
親
水
広
場
等
活
用
計
画
」
の

確
実
な
実
施
が
県
か
ら
移
譲
を
受
け
た

施
設
と
し
て
の
成
否
を
大
き
く
分
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 
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住
工
混
在
解
消
策
（
我
孫
子
市

工
場
集
団
化
事
業
）の
推
進 

個
人
質
問
の
抜
粋 

 

印
南
：
住
工
混
在
解
消
に
必
要
な
市
内

対
象
の
企
業
数
は
四
十
七
社
、
そ
の
内
、

移
転
希
望
は
九
社
と
な
り
、
そ
の
後
、

四
社
が
移
転
を
辞
退
、
今
年
一
月
に
入

り
、
移
転
に
係
る
費
用
の
不
安
か
ら
、

さ
ら
に
一
社
が
辞
退
、
現
在
四
社
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。 

四
社
で
住
工
混
在
解
消
効
果
が
得
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
？ 

私
は
住
工
混
在
解
消
事
業
の
遂
行
に

は
、
一
定
の
見
極
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
住
工
混
在

解
消
を
求
め
て
、
四
社
で
工
場
集
団
化

事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
、
そ
れ
と
も
、

や
め
る
の
か
、
進
退
を
早
期
に
判
断
す

る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
？ 

 

市
長
：
現
時
点
で
は
事
業
の
進
退
を
判

断
す
る
た
め
の
目
標
値
や
判
断
す
る
目

安
は
無
い
。
効
果
や
目
標
に
つ
い
て
、

四
社
で
も
住
環
境
の
改
善
、
周
辺
住
民

の
積
年
の
悩
み
が
解
消
さ
れ
る
と
と
も

に
移
転
事
業
者
の
事
業
拡
大
に
伴
う
雇

用
の
拡
大
や
税
収
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。 

現
在
も
市
内
の
住
宅
地
に
工
場
な
ど

が
点
在
し
、
三
十
年
以
上
に
も
わ
た
り
、

住
工
混
在
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
域

を
引
き
続
き
対
象
事
業
者
へ
協
力
を
求

め
な
が
ら
、
周
辺
住
民
に
と
っ
て
も
安

心
で
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
、
良
好
な

住
環
境
を
め
ざ
し
、
早
期
解
決
に
向
け
、

一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。 そ

の
た
め
、
我
孫
子
市
工
場
集
団
化

事
業
に
つ
い
て
は
移
転
を
希
望
し
て
い

る
四
社
で
も
事
業
化
を
進
め
て
い
く
方

針
だ
。
今
後
、
庁
内
組
織
に
財
政
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
検
証
や
必
要
面
積
に

応
じ
、
区
画
を
変
更
し
た
新
た
な
土
地

利
用
計
画
案
に
基
づ
き
、
財
政
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
実
施
時
期
な
ど
に
つ
い

て
、
慎
重
に
検
討
し
た
う
え
で
、
今
後

の
地
権
者
と
の
本
格
的
な
用
地
交
渉
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

 

宏
は
こ
う
考
え
る
！ 

～
ふ
る
さ
と
納
税
と
地
域
経
済

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
～ 

 

自
治
体
に
寄
付
を
す
る
と
税
金
が
控

除
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
二
〇

〇
八
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
名
前

に
日
本
人
の
好
き
な
「
ふ
る
さ
と
」
と

い
う
冠
は
付
い
て
は
い
ま
す
が
、
そ
の

実
態
は
、
子
ど
も
の
頃
に
生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
に
「
税
金
」
を
納
め
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
多
く
は
全
国
の

地
方
自
治
体
に
寄
付
を
行
い
、
そ
の
見

返
り
に
様
々
な
地
方
特
産
の
牛
肉
や
地

酒
、
地
魚
の
詰
め
合
わ
せ
な
ど
中
に
は

パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
、
豪
華

な
景
品
を
も
ら
え
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
初
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

発
足
さ
せ
た
、
目
的
を
今
や
完
全
に
逸

脱
し
て
景
品
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
化
に
シ

フ
ト
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

私
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
本
来
の

主
旨
は
、
「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
・

支
え
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
、
一
人
前
に

し
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と
へ
の
税
制
を
通

じ
た
恩
返
し
、
地
元
・
ふ
る
さ
と
に
貢

献
す
る
こ
と
」
そ
れ
が
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
主
旨
だ
と
理
解
を
し
て
い
ま
す
。 

執
行
部
の
答
弁
で
は
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
で
儲
か
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
ま
ち
の
特
産
品
、

我
孫
子
で
言
う
「
ふ
る
さ
と
産
品
」
の

販
売
増
、
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
と
い
う
お
答
え
で
し
た
。 

私
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
そ
の
も

の
が
良
し
悪
し
は
別
に
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
は
東
葛
の
近
隣
市
、
流
山
市
で

も
一
万
円
以
上
の
寄
付
を
し
た
方
に
地

元
発
祥
の
調
味
料
「
白
み
り
ん
」
を
贈

る
こ
と
や
、「
ふ
る
さ
と
納
税
市
内
特
産

品
贈
呈
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
来
年
春
オ
ー
プ
ン
予
定
の
流

山
市
民
総
合
体
育
館
の
設
備
充
実
を
目

的
に
五
万
円
以
上
の
寄
付
を
し
た
者
に

は
そ
の
人
の
名
前
を
刻
ん
だ
体
育
館
入

口
の
プ
レ
ー
ト
に
名
前
を
刻
む
特
典
な

ど
、
寄
付
を
誘
導
す
る
施
策
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

私
は
こ
の
よ
う
な
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ 

、

積
極
的
な
寄
付
の
誘
導
施
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
我
孫
子
市
と
し
て
も
早
急

に
対
応
策
を
検
討
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
手
法
・
戦
術
を
整
え

る
べ
き
だ
と
提
案
し
ま
し
た
。 
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印南 宏 現在の主な役職  
我孫子市議会 

環境都市常任委員 
議会改革特別委員会 副委員長 
決算審査特別委員会 副委員長 
会派「あびこ未来」代表 
成田線を便利にする議員の会 副会長  

連合千葉関係 
連合千葉議員団会議 前幹事長  

電機連合関係 
電機連合議員団会議 ブロック幹事  

その他 
我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール連盟顧問 
新聞奨学生ＯＢ会相談役（前会長）など 



      

統
一
地
方
選
挙
の
前
半
戦
、
四
月
十
二

日
に
千
葉
県
議
選
が
投
開
票
さ
れ
た
。

県
議
選
の
投
票
率
は
、
こ
れ
ま
で
最
も

低
か
っ
た
四
年
前
（
四
十
・
〇
四
％
）

全
国
ワ
ー
ス
ト
二
位
を
さ
ら
に
下
回
り

全
国
で
ワ
ー
ス
ト
一
位
の
三
十
七
・
〇

一
％
へ
、
史
上
初
の
三
十
％
台
を
記
録

し
た
。
我
孫
子
市
も
全
国
平
均
を
下
回

り
、
三
十
五
・
四
八
％
と
前
回
か
ら
マ

イ
ナ
ス
五
・
四
九
％
と
大
幅
に
ダ
ウ
ン

し
た
。
さ
ら
に
残
念
な
の
は
自
民
一
強

の
県
議
会
の
構
図
は
変
わ
る
こ
と
な
く

今
後
、
益
々
、
垂
水
切
っ
た
緊
張
感
の

な
い
、
県
政
が
続
く
。
県
議
定
数
の
削

減
「
ゼ
ロ
」
は
、
も
ち
ろ
ん
、
昨
年
末

の
期
末
手
当
の
増
額
な
ど
お
手
盛
り
の

県
政
が
続
き
、
こ
れ
か
ら
四
年
間
、
議

会
改
革
は
全
く
進
む
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。
千
葉
県
の
二
十
七
年
度
一
般
会
計

予
算
は
一
兆
七
千
億
円
、
我
孫
子
市
の

一
般
会
計
予
算
は
三
百
八
十
五
億
円
。

約
四
十
四
倍
の
予
算
を
持
つ
千
葉
県
、

こ
の
膨
大
な
予
算
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
県

議
会
の
あ
り
方
が
今
、
問
わ
れ
て
い
る

我
孫
子
市
か
ら
行
財
政
・
議
会
改
革
の

狼
煙
を
上
げ
る
べ
く
、
辛
口
の
議
員
を

県
政
に
送
り
た
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
力

不
足
を
猛
省
し
て
い
る
。
◆
現
代
は
超

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
人
口
減
少
と
い

う
二
つ
の
大
波
が
ま
る
で
津
波
の
よ
う

に
恐
ろ
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
押
し
寄
せ
て

く
る
時
代
で
あ
る
。
我
孫
子
市
の
ま
ち

づ
く
り
は
、
ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら
が
正

念
場
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
当
市
が
置
か
れ
て

い
る
財
政
状
況
や
持
続
可
能
な
市
政
運

営
と
い
う
視
点
で
考
え
る
と
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
市
職
員
、
市
議
会
も
本
当
の

意
味
で
、
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
毎
日

の
暮
ら
し
や
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、

我
孫
子
市
と
い
う
自
治
体
が
、
今
ま
さ

に
「
崖
淵
」
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い

う
強
い
危
機
感
を
共
有
で
き
て
い
る
の

か
、
な
ど
甘
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
ん
な
気
持
ち
を
昨
今
、
強
く
抱
い
て

い
る
。
◆
布
佐
南
小
の
卒
業
式
。
卒
業

証
書
を
受
け
取
っ
た
卒
業
生
の
一
人
ひ

と
り
が
そ
の
場
で
ふ
り
返
り
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
な
ど
参
列
者
の
皆
さ
ん

に
向
か
っ
て
、
中
学
生
に
な
っ
た
ら
、

将
来
の
夢
に
つ
い
て
の
決
意
を
述
べ
る

シ
ー
ン
が
あ
る
。
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、

バ
ス
ケ
な
ど
中
学
校
で
の
部
活
動
に
頑

張
る
旨
の
決
意
が
多
い
の
だ
が
、
中
に

は
数
学
や
英
語
に
一
生
懸
命
に
取
り
組

み
た
い
。
お
父
さ
ん
と
同
じ
職
業
、
消

防
士
に
な
る
の
が
夢
、
Ｊ
Ｒ
に
入
っ
て

電
車
の
運
転
手
、
公
務
員
や
保
育
士
に

な
り
た
い
な
ど
将
来
、
働
き
た
い
職
種

を
述
べ
る
子
も
多
い
。
残
念
な
が
ら
、

政
治
を
志
し
、
国
会
議
員
に
な
り
、
末

は
総
理
大
臣
に
な
り
た
い
な
ど
と
言
う

発
言
は
無
か
っ
た
。
政
治
に
は
無
関
係

大
人
の
世
界
の
も
の
と
感
じ
て
い
る
か

ら
だ
ろ
う
か
。
十
八
歳
の
選
挙
権
は
来

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
。
政
治
の
在
り

方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
◆
平
成
二
十
三

年
度
三
月
二
十
六
日
（
木
）
よ
り
布
佐

地
区
の
浸
水
被
害
を
解
消
す
る
た
め
に

工
事
を
進
め
て
い
た
「
布
佐
ポ
ン
プ
場
」

が
完
成
、
こ
の
ポ
ン
プ
場
は
排
水
能
力

が
毎
分
七
百
十㎥

で
計
画
さ
れ
、
第
一

期
分
と
し
て
毎
分
五
百㎥

の
ポ
ン
プ
が

整
備
さ
れ
た
。
現
在
の
布
佐
葭
立
暫
定

ポ
ン
プ
場
と
比
較
す
る
と
約
七
倍
の
排

水
能
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
一
昨
年
、
十
月
十
五
日
～
十
六

日
に
か
け
て
市
内
を
襲
っ
た
台
風
二
十

六
号
の
よ
う
な
ゲ
リ
ラ
的
降
雨
に
対
し

て
も
排
水
が
可
能
と
な
る
。
今
回
の
布

佐
ポ
ン
プ
場
の
整
備
で
排
水
能
力
の
ア

ッ
プ
は
図
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
後

は
流
域
の
地
盤
沈
下
等
の
解
析
、
幹
線

網
の
整
備
を
進
め
、
水
害
の
無
い
街
づ

く
り
を
目
指
し
て
一
層
の
整
備
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
◆
布
佐

中
学
校
吹
奏
楽
部
第
六
回
「
春
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
に
出
掛
け
た
。
今
年
も
立
ち

見
が
出
る
ほ
ど
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
布

佐
中
体
育
館
に
集
っ
て
い
た
。
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
第
二
回
よ
り
続
け
て
い
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
、
昨
年
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
総
額
二
十
二
万
七
千
八
百
三
十
八

円
の
ご
寄
附
が
集
ま
り
、
三
・
一
一
大

震
災
時
、
液
状
化
の
被
害
で
苦
し
ん
だ

地
元
の
我
孫
子
市
復
興
対
策
室
や
津
波

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
陸
前

高
田
市
の
学
校
復
興
基
金
に
送
付
し
て

い
る
。
春
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
、

現
在
の
布
佐
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
部
長

で
あ
る
「
室 

優
里
奈
さ
ん
」
の
挨
拶

の
言
葉
を
借
り
る
と
『
私
た
ち
の
演
奏

が
少
し
で
も
世
の
中
の
た
め
に
な
れ
た

ら
と
思
い
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
続
け
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
の
震

災
復
興
の
た
め
に
、
そ
し
て
津
波
で
破

壊
さ
れ
た
陸
前
高
田
の
小
中
学
校
が
い

つ
の
日
か
新
た
に
建
設
さ
れ
る
日
の
た

め
に
。
音
楽
で
地
域
そ
し
て
世
の
中
と

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
基
本

姿
勢
で
す
。
今
年
も
音
楽
で
元
気
を
届

け
ま
す
！
今
日
の
私
た
ち
の
演
奏
に
見

合
っ
た
金
額
を
寄
付
金
と
し
て
い
た
だ

け
た
な
ら
、
こ
れ
を
陸
前
高
田
市
小
中

学
校
復
興
基
金
、
そ
し
て
我
孫
子
市
復

興
対
策
室
に
お
届
け
し
ま
す
。
』 

今
年
も
ゲ
ス
ト
に
湖
北
台
中
出
身
の

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
吉
田
真
澄
さ
ん
、
地

元
の
布
佐
小
・
布
佐
南
小
吹
奏
楽
部
も

参
加
し
て
、
確
実
に
力
を
付
け
た
演
奏

の
数
々
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
す
ば
ら

し
い
演
奏
に
心
か
ら
あ
り
が
と
う
。 
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